[image: image1.png]


（公社）福岡市食品衛生協会ＦＡＸ情報サービス　平成30年3月219号
賞味期限の設定（日持ち試験）について
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期限表示には「消費期限」と「賞味期限」があり、いずれも未開封状態で保存
した場合の期限を表示します。すべての加工食品には、商品の特性に応じて、
どちらかの期限表示をしなければなりません。品質が急速に劣化しやすい食品
には「消費期限」、それ以外の食品には「賞味期限」を年月日で表示し、賞味
期限が3ヶ月を超えるものは年月で表示することが認められます。期限の設定
については、試験により品質の安全等を保証できると確認できた期限に１未満
（０．６～０．８）の係数、いわゆる安全係数を掛けた期限を設定します。
【期限設定のための主な微生物試験】
	一般細菌数
	食品の衛生学的な品質を評価する指標菌で微生物汚染を示す代表的な菌です。

	大腸菌群
	土壌、水などの環境汚染や人・動物由来の糞便汚染の指標となる菌です。

製造等、食品の取扱いの衛生状態を評価する指標にもなります。

	大腸菌
	糞便性汚染の指標となる菌です。

	食中毒菌
	黄色ブドウ球菌、サルモネラ菌、腸炎ビブリオ、セレウス菌など食中毒の原因となる菌です。保存試験の前には食品中に含まれていないことを確認することが望ましいです。


【期限設定のための主な理化学試験】

	水分活性
	微生物が利用できる食品中の水分(自由水)の割合を示す数値です。微生物は水分活性が高い

ほど増殖しやすく、ある特定の値より低い数値の環境では生育できなくなります。

	酸価
過酸化物価
	油脂の劣化の度合いを示す数値です。油脂の劣化は食中毒の原因になりますので油脂を多く含む食品は期限内で油脂の酸化や過酸化物価が著しく増加しないかを確認することが大切です。

	揮発性塩基
窒素
	鮮度評価の指標となる数値です。魚介類や畜産肉などのタンパク質性食品では、鮮度が低下すると揮発性塩基性窒素を生成します。一般に30 mg/100 gになると初期腐敗と考えられます。


期限表示がない場合や食品表示基準に定められた方法で表示されていなかった場合には、食品表示を行う食品関連事業者（表示責任者）に一義的な責任があります。
ただし、食品表示法では、食品関連事業者等は食品表示基準に従った表示がされていない食品を販売してはならないと規定されていて、表示責任者ではない場合であっても、その食品を販売した販売業者にも責任が及ぶことがありますので、販売者も期限表示のほか食品表示が適正であるかを確認する必要があります。
消費


期限？





食品の期限表示を行うためには、食品の安全性や品質等を客観的な評価項目によって保証できる期限を設定する必要があります。客観的評価項目としては「微生物試験」「理化学試験」による数値での評価があり、主観的要素が入る「官能試験」においても適切な条件のもとに実施すれば数値化して客観的評価項目とすることができます。


項目とすることができます。





〔ご相談・お問い合わせ先〕


厚生労働大臣登録検査機関  公益財団法人北九州生活科学センター　KLSC福岡事業所


福岡市博多区千代1-2-4　福岡生活衛生食品会館４階


TEL 092-642-1001　　FAX 092-642-1002　　URL：http://www.klsc.or.jp/





【福岡市食品衛生協会からのお知らせ】


　当協会は、平成２９年度から８月１３日、１４日、１５日をお盆休みとしまして、窓口業務を休ませていただいております。


※ ＦＡＸ情報サービスの配信停止をご希望の方は、当協会本部（TEL 092-651-5111）までご連絡下さい。








